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新しい村立東海病院

　

新
し
い
東
海
病
院
は
、
大
き
な
ク

レ
ー
ン
も
立
ち
上
が
り
、
い
よ
い
よ
本

格
的
な
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

運
営
面
で
は
、
去
る
４
月
15
日
開

催
の
第
２
回
東
海
村
議
会
臨
時
会
で
、

（
社
）
地
域
医
療
振
興
協
会
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
、
平
成
18
年
５
月
か
ら
、
こ
の（
社
）

地
域
医
療
振
興
協
会
が
運
営
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
協
会
は
、
今
月
か
ら

村
内
に
事
務
所
を
構
え
、
村
と
共
同
で

開
院
に
向
け
て
必
要
な
準
備
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
７
月
に
は
、
新
し
い
病
院

に
必
要
な
看
護
師
や
薬
剤
師
な
ど
の
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
地
方
公
共

団
体
が
設
置
す
る「
公

お
お
や
け

の
施
設
」の
管
理

を
、
指
定
管
理
者
が
行
う
も
の
で
す
。

指
定
を
受
け
た
指
定
管
理
者
は
、「
公

の
施
設
」
の
目
的
を
効
果
的
に
達
成
す

る
た
め
に
、
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
継
続
的
・
安
定
的
な
施
設
管
理

を
行
い
ま
す
。

※
病
院
も「
公
の
施
設
」の
一
つ
で
す
。

　

（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
と
は

　

（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
は
、
厚
生

労
働
省
と
総
務
省
の
２
つ
が
所
管
し
て

い
る
公
益
法
人
で
あ
り
、
自
治
医
科
大

学
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
会
は
、
昭
和
61
年
の
設
立
以

来
、９
つ
の
自
治
体
病
院
を
含
む
全
国
28

の
医
療
・
介
護
施
設
を
運
営
し
な
が
ら

地
域
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き

る
経
験
と
実
績
を
備
え
た
組
織
で
す
。

　

村
で
は
、
新
東
海
病
院
の
運
営
に
当

た
り
、「
東
海
病
院
管
理
運
営
協
議
会
」

（
仮
称
）を
設
置
し
、
村
と
指
定
管
理
者

で
あ
る（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
と
の

間
で
、
病
院
の
重
要
な
運
営
計
画
や「
保

健
・
医
療
・
福
祉
」の
連
携
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
東
海
病
院
に
つ
い
て

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
が
新
東

海
病
院
の
運
営
を
行
う
こ
と
に
な

る
と
、
す
べ
て
そ
こ
に
任
せ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
新
東
海
病
院
の
開
設
者
は
、
現
東

海
病
院
同
様
に
村
長
で
あ
り
、
村

立
病
院
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
運
営
に
つ
い
て
も
、（
社
）

地
域
医
療
振
興
協
会
と
村
と
の
間

で
定
期
的
に
協
議
を
持
ち
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
現
在
、
東
海
病
院
に
か
か
っ
て
い

る
の
で
す
が
、新
東
海
病
院
で
は
、

カ
ル
テ
な
ど
の
記
録
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
入
院
患
者
は
も
ち
ろ
ん
、
外
来

患
者
の
カ
ル
テ
な
ど
の
医
療
情
報

は
、（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
に

確
実
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
、
村
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
診
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

Ｑ
新
東
海
病
院
で
は
、
医
療
費
が
高

く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
医
療
費
は
、
国
の
診
療
報
酬
制

度
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
保
険
診
療
に
つ
い
て
、
患
者

の
負
担
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
を

指
定
管
理
者
に
指
定

　村民の医療ニーズに応え、より質の高い医療を提供するため、
社団法人地域医療振興協会とともに、開院準備を始めました。
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※
事
業
計
画
書
よ
り
抜
粋

　

診
療
の
確
保

　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
、
歯
科
、
小
児
歯
科
、

歯
科
口こ

う

腔く
う

外
科
の
８
科
を
診
療
科
目
と

し
、
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

土
曜
日
の
診
療（
午
前
中
）
は
、
毎

週
実
施
し
ま
す
。
休
日
診
療
で
は
、
村

の
当
番
医
制
や
地
域
の
輪
番
制
へ
積

極
的
に
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以

外
の
休
日
診
療
・
時
間
外
診
療
に
お
い

て
も
、
急
患
受
け
入
れ
体
制
の
実
施
に

努
力
し
ま
す
。
救
急
医
療
で
は
、
地
元

の
医
師
会
や
近
隣
の
救
急
指
定
病
院
と

の
調
整
を
行
い
、
初
期
救
急
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

診
療
の
十
分
な
説
明
と
納
得
の
義
務

を
守
り
、
患
者
中
心
の
医
療
を
提
供
し

ま
す
。
患
者
接
遇
、
医
療
知
識
・
技
術

向
上
な
ど
職
員
の
教
育
に
努
め
る
と
と

も
に
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る

病
院
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

外
来
診
療
で
は
、
①
院
外
処
方
②
待

ち
時
間
の
短
縮
③
予
約
制
の
導
入
④
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保―

―

に
つ
い
て
調

整
し
な
が
ら
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

入
院
診
療
で
は
、
①
ク
リ
ニ
カ
ル
パ

ス（
時
間
経
過
に
沿
っ
て
書
か
れ
た
診

療
計
画
書
）
の
導
入
②
院
内
感
染
の
防

止
、
医
療
安
全
管
理
体
制
の
整
備
③
褥

じ
ょ
く

瘡そ
う

（
床
擦
れ
）対
策
の
充
実
④
静
脈
塞そ

く

栓せ
ん

症（
下
肢
の
静
脈
内
で
血
液
が
固
ま
り
、

そ
の
血
液
が
肺
に
流
れ
て
詰
ま
っ
て
し

ま
う
病
気
）
予
防
体
制
の
充
実
⑤
個
人

情
報
保
護
体
制
の
充
実―

―
に
つ
い
て

調
整
を
行
い
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
院
内
に「
ご
意
見
箱
」を
設
置

し
、
利
用
者
の
声
を
随
時
把
握
す
る
と

と
も
に
、
日
々
対
応
を
重
ね
て
、
患
者
中

心
の
医
療
と
病
院
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
医
療
へ
の
取
り
組
み

　

近
隣
医
療
機
関
と
協
力
し
て
、
地
域

医
療
体
制
を
整
備
し
、
地
域
医
療
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
保
健
活
動
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
お
け
る
活
動
に

は
、
地
元
の
医
師
会
や
地
域
の
医
療

機
関
と
の
協
力
体
制
を
築
き
上
げ
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す

る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
、
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
の「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」

の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
、

疾
病
治
療
の
み
な
ら
ず
、
予
防
医
学
の

展
開
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
活
動

の
活
性
化
に
寄
与
す
べ
く
、
地
域
医
療

連
携
室
を
院
内
に
設
置
で
き
る
体
制
も

築
き
上
げ
て
い
く
方
針
で
す
。
ま
た
、

症
例
に
応
じ
て
、
地
域
医
療
機
関
へ
の

患
者
紹
介
や
、
ほ
か
の
医
療
機
関
か
ら

の
紹
介
患
者
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
周

辺
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
医

療
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
で
は
、
地

域
の
医
療
機
関
従
事
者
と
の
共
同
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス（
会
議
）や
勉
強
会
、
研
修

会
を
行
っ
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

新
東
海
病
院
で
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
共
同
で
開
催
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
東
海
病
院
は
、
変
化
す
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
医
療
機
関
の
中
心
と
し
て

認
め
ら
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
の

基
本
的
な
運
営
方
針　

問

合

せ

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
病
院
建
設
準

備
室（
☎
282
局
０
８
９
９
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
新
東
海
病
院
で
は
、
差
額
ベ
ッ
ド

を
設
け
て
利
用
料
金
を
徴
収
す
る

そ
う
で
す
が
、（
社
）地
域
医
療
振

興
協
会
は
、
営
利
を
目
的
と
し
た

運
営
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
で
す
。

Ａ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
た
め
に
設

け
る
個
室
は
、
広
さ
や
設
備
な
ど

に
応
じ
て
料
金
を
い
た
だ
く
も
の

で
、
文
書
料
や
健
康
診
断
な
ど
の

保
険
対
象
以
外
の
料
金
同
様
に
、

ほ
か
の
医
療
機
関
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、
最
終
的
に
は
村
の
条

例
に
定
め
る
も
の
で
す
。（
社
）地

域
医
療
振
興
協
会
が
営
利
目
的
の

た
め
に
独
断
で
設
定
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
現
東
海
病
院
は
、
待
ち
時
間
が

非
常
に
長
く
か
か
り
ま
す
が
、
新

東
海
病
院
で
は
解
消
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
予
約
制
や
再
来
受
付
機
、
診
察
・

会
計
・
薬
局
ま
で
の
流
れ
を
電
算

化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
外
来
患
者
の
待
ち
時
間
の

短
縮
を
図
り
ま
す
。

新病院運営に関する
基本姿勢（方針と理念）
１．休日・夜間診療、救急医療の充実
２．高齢化社会に対応した療養環境
　の充実

３．保健・医療・福祉の連携
４．医療ニーズに対する的確な対応
５．待ち時間短縮のための仕組みづ
　くり

６．地域の医療機関との連携強化
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分科会 時　　間 場　　所 テーマ

第　１
分科会 ９：30～ 17：00 役場行政棟５階原子力視察研修室

京都議定書発効・自
治体での実践方法

第　２
分科会 ９：00～ 17：00

総合福祉センタ
ー「絆

きずな

」
くらしを支える地域
交通のあり方

第　３
分科会 ９：30～ 17：00 テクノ交流館リコッティ

循環型社会への改革
と意識変革

第　４
分科会 ９：30～ 16：30 舟石川コミュニティセンター

水と緑豊かな自然と
共生する環境づくり

第　５
分科会 ９：30～ 16：30 東海テラパーク

リスクコミュニケー
ション：原子力安全
と環境保全に向けた
対話と協働

第　６
分科会 ９：30～ 17：00 白方コミュニティセンター

地域農業がむすぶコ
ミュニティの輪

第　７
分科会 ９：00～ 17：00 村松コミュニティセンター

こどもから大人に伝
える環境学習～理解
から行動へ～

第　８
分科会 ９：00～ 12：00 東海文化センター 環境市民立法ただいま苦戦中

第　９
分科会 13：30～ 17：00 東海文化センター

“ふつう”の市民をどう
巻き込むか～市民参加
から環境自治へ～

第　10
分科会 ９：00～ 12：00 中央公民館

環境マネジメント10
年～何がもっとも有
効か～

第　11
分科会 13：30～ 17：00 中央公民館

地域と環境を良くす
るお金の使い方、使
われ方

第13回環境自治体会議　東海村会議を開催します

分科会日程（５月26日開催）

4 ●

　小鳥がさえずり、咲き誇る桜が新しい季節の到来を告げる春。

照りつける太陽と遠くざわめく潮さい、はかない命を謳
おう

歌する

セミの音が少年時代をほうふつさせる夏。やわらかな日差しに

木々の葉が黄金色に輝く秋。寒際立つ夕闇に、久慈の水面が赤

く染まる冬――。

　私たちの故郷、東海村は、四季折々のさまざまに彩る自然あ

ふれた美しいまちです。環境問題が地球規模で叫ばれる今日、

私たちの故郷を守り、この美しい自然を次世代に継承していく

ために、村では、５月25日（水）から27日（金）まで、「第13回環

境自治体会議東海村会議」を行います。これは、全国の環境先

進自治体や環境団体関係者などが一堂に集結し、①全国の環境

先進自治体や環境団体との交流・情報交換の場を設ける②環境

保護への意識の高揚を図る③環境先進自治体を目指す――を目

的に毎年１回、全国各地で開催されているものです。

　３日間というわずかな期間ですが、「人・自然・文化が響き

合うまちをめざして～環境の保全と創造に努め持続可能な循環

型社会の構築～」をメインテーマに、今年も活発な議論が交わ

される予定です。そこで、会議の全日程をお知らせしますので、

会議に参加したい方は、5月18日（水）までに申し込みください。

皆さんのご参加をお待ちしています。

●申し込み・問合せ 経済環境部環境政策課環境計画推進係

（☎282-1711　内線1453・1454）
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第13回環境自治体会議　東海村会議を開催します

● 5

人・自然・文化が響き合うまちをめざして

５月25日（水）　会場：東海文化センター

　正　　午 受付・開場

　12：3 0  オープニングセレモニー

　13：3 0  開会式　

　14：0 0  東海村会議開催への想い 

 「この日を迎えて」

　14：4 0  パネルディスカッション

 （第１部）　テーマ／「元気

 な自治体集合！～日本の地

 域・その新しい方向を語る」

　16：1 0  パネルディスカッション（

 第２部）　テーマ／「環境自

 治体最前線！～農でがんば

 る自治体からの報告」

　18：0 0  夕食懇談会（会場：ＪＡ東

 海会館）

　19：2 0  特別セッション　テーマ

 ／「創
プ ラ ス

造への転換」　

５月26日（木）　会場：村内各施設

　９ ：00  分科会（右ページ参照）

　18：0 0  交流会（会場：総合体育館）

５月27日（金）　会場：東海文化センター

　８ ：30  開場

　９ ：00 分科会報告

　10：3 0  東海村宣言

　10：4 0  次期開催地あいさつ

　11：0 0  再会を願って

　11：2 0  閉会

全体日程
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　４月１日付けで区長が改選となりましたので、ご紹介します。区長は全部で32人。

村民の皆さんからの村政に対する要望の取りまとめや、いきいき地域活力助成事

業の申請などについて、副区長や組長と協力しながら、村民の皆さんと行政をつ

なぐ重要なパイプ役として活動することになりますので、区長に対する村民の皆

さんのご理解とご協力をお願いします。

●任命方法 区の推薦により村長が委嘱します。

●任　　期 ２年

●報　　酬 200,000円／年

●手 数 料  ①文書配布手数料…１戸当たり360円／年

　　　　　　②農家あて文書配布手数料…１戸当たり360円／年

●区 長 会  会長…黒羽根弘一さん　副会長…圷洋右さん

●問 合 せ  企画総務部自治推進課自治推進係（☎282-1711　内線1341）

≪行政区順、敬称略≫

豊岡区 白方区 真崎区 宿区

橋
はし

本
もと

直
ただし

☎ 282-3170
71 歳　２期目

鷹
たか

野
の

和
かず

夫
お

☎ 282-4157
69 歳　５期目

黒
くろ

羽
ば

根
ね

弘
ひろ

一
いち

☎ 282-3374
68 歳　２期目

照
てる

沼
ぬま

友
とも

之
ゆき

☎ 283-1688
61 歳　１期目

百塚区 岡区 川根区 照沼区

鈴
すず

木
き

曻
のぼる

☎ 282-3828
73 歳　15 期目

冨
とみ

永
なが

重
しげる

☎ 282-3008
68 歳　１期目

待
まつ

鳥
とり

憲
けん

一
いち

☎ 283-1481
67 歳　２期目

川
かわ

崎
さき

好
よし

孝
たか

☎ 282-3080
66 歳　２期目

外宿１区 船場区 須和間区 押延区

大
おお

内
うち

茂
しげる

☎ 282-8281
64 歳　２期目

圷
あくつ

洋
よう

右
すけ

☎ 282-2273
71 歳　３期目

中
なか

村
むら

千
ち

里
さと

☎ 282-1800
68 歳　１期目

大
おお

貫
ぬき

光
みつ

男
お

☎ 283-0107
67 歳　１期目

東
海
村
の
新
し
い
区
長
を
紹
介
し
ま
す
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亀下区 竹瓦区 内宿２区 内宿１区 外宿２区

佐
さ

藤
とう

次
つぎ

男
お

☎ 282-0373
66 歳　２期目

仲
なか

田
た

進
すすむ

☎ 282-1930
63 歳　１期目

深
ふか

谷
や

三
さぶ

郎
ろう

☎ 282-3103
71 歳　１期目

鈴
すず

木
き

欣
きん

一
いち

☎ 282-8544
62 歳　１期目

照
てる

沼
ぬま

朗
あき

男
お

☎ 283-0752
67 歳　１期目

晴嵐荘区 舟石川中丸区 舟石川３区 舟石川２区 舟石川１区

和
わ

田
だ

喜
よし

人
と

☎ 287-1382
58 歳　２期目

石
いし

田
だ

正
まさ

久
ひさ

☎ 283-1164
69 歳　２期目

村
むら

上
かみ

昭
あきら

☎ 282-2920
67 歳　２期目

高
たか

杉
すぎ

信
しん

一
いち

☎ 282-4627
69 歳　１期目

照
てる

沼
ぬま

卓
たく

郎
ろう

☎ 282-1197
71 歳　２期目

原研荒谷台区 原電滝坂区 サイクル機構百塚区 サイクル機構箕輪区 サイクル機構太田区

原
はら

田
だ

正
まさ

英
ひで

☎ 282-0432
34 歳　１期目

江
え

川
がわ

栄
えい

始
じ

☎ 287-3318
48 歳　１期目

綿
わた

引
ひき

政
まさ

俊
とし

☎ 287-1852
35 歳　２期目

田
た

山
やま

敏
とし

光
みつ

☎ 282-8102
47 歳　２期目

岸
きし

田
だ

春
はる

美
み

☎ 282-4837
50 歳　１期目

豊白区 南台区 緑ヶ丘区 原研長堀２区 原研長堀１区

佐
さ

藤
とう

紀
のり

夫
お

☎ 282-8929
64 歳　２期目

宇
う

野
の

清
せい

一
いち

郎
ろう

☎ 283-0297
66 歳　４期目

笠
かさ

原
はら

武
たけ

士
し

☎ 283-0186
64 歳　１期目

黒
くろ

羽
ば

根
ね

史
し

朗
ろう

☎ 282-0720
53 歳　６期目

青
な ば た め

天目稔
みのる

☎ 284-0634
42 歳　１期目
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に言いたくない」。こんなときは、ぜひ行政相
談委員にご相談ください。

■村の行政相談委員 
　　村の行政相談委員は、
川松文夫さん（右写真）で
す（石 神 内 宿2426-1　 ☎
282-3756）。川松さんは、
４月１日に総務大臣より
今後２年間、行政相談員
として改めて委嘱されま
した。相談は自宅や定例
相談所などで常時受け付
けていますので、お気軽にお越しください。な
お、相談は無料で秘密は厳守されます。
■定例行政相談　
　期　日　毎月第３・４金曜日
　時　間　午前10時～午後３時　
　場　所　総合福祉センター「絆

きずな

」
■茨城行政評価事務所
　 行政苦情110番（☎253-1100）
■問 合 せ 
　企画総務部自治推進課自治推進係（内線1341）

■行政相談週間とは？ 
　　行政相談週間は総務省の行政相談制度につい
て、より多くの皆さんに理解を深めてただく
ことを目的に毎年５月と10月に実施しているも
ので、行政相談週間には、全国に行政相談の
窓口を設置し、全国で各種の行政相談活動が
集中的・重点的に展開されています。

■行政相談委員とは？ 
　　行政相談委員は、社会的な信望があり、行
政運営の改善について理解と熱意を有する人
の中から総務大臣が委嘱するものです。役所・
公団・公庫・郵政公社・ＮＴＴなどが行って
いる仕事についての苦情などを受け付け、中
立・公平な立場で相談者の方に助言をしたり、
関係機関に相談内容を連絡することなどによ
り、問題解決を促進する仕事をする方で、現在、
全国で５,000人を超える行政相談委員が、暮ら
しと行政をつなぐパイプ役として活躍してい
ます。

■相談内容 
　　役所の仕事についての苦情や要望はありませ
んか？　「役所に苦情を言いたいが、直接窓口

5月16日(月)から22日（日）は
春の行政相談週間です

平成17年度狂犬病予防注射実施日
期　　日 場　　所 時　　間

５月12日（木）

舟石川２区集会所 ９：00 ～９：20
舟石川コミュニティセンター ９：30 ～ 10：20
船場営農センター 10：30 ～ 10：45
中央公民館 10：55 ～ 11：15
須和間集会所 11：25 ～ 11：40
南台集会所 13：00 ～ 13：45
中丸コミュニティセンター 13：55 ～ 14：15
緑ヶ丘集会所 14：25 ～ 14：50

５月13日（金）

外宿１区集会所 ９：00 ～９：15
石神コミュニティセンター ９：25 ～９：50
内宿２区集会所 10：00 ～ 10：15
白方コミュニティセンター 10：25 ～ 11：05
川根集会所 11：20 ～ 11：35
真崎コミュニティセンター 13：00 ～ 13：50
村松コミュニティセンター 14：00 ～ 14：30
照沼集会所 14：40 ～ 14：50

５月14日（土）

外宿２区集会所 ９：00 ～９：15
竹瓦集会所 ９：25 ～９：40
亀下集会所 ９：50 ～ 10：05
豊岡営農集落センター 10：15 ～ 10：30
岡集会所 10：40 ～ 10：55
庁舎北側公用車駐車場 11：05 ～ 12：00
庁舎北側公用車駐車場 13：00 ～ 14：00

費　　用

①新たに登録する犬…6,500円（内訳…登録料3,000
円／予防注射2,950円／予防注射済票550円）②登録
済みの場合…3,500円（内訳…予防注射2,950円／予
防注射済票550円）

そ の 他
当日は、村から郵送された犬の登録（予防注射済
票交付）申請書を持参してください。また、生後
91日以上の犬は必ず受けてください。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
の
予
防
の
た
め
に

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
犬
や
そ

の
他
の
動
物
に
検
疫
を
義
務
付
け
て
狂

犬
病
の
侵
入
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犬
に
対
す
る
登
録
制
度
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
飼
育
動
向
を
把
握

し
な
が
ら
年
１
回
の
予
防
接
種
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
村
の
狂
犬

病
予
防
注
射
実
施
日
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

狂

犬

病

狂
犬
病
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染

症
の
一
つ
で
発
病
し
た
動
物
に
か
み
つ

か
れ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
わ
が
国

で
は
、
昭
和
31
年
以
降
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
海
外
で
は
、
一
部
の
国
を
除

い
て
い
ま
だ
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
交

通
機
関
が
発
達
し
国
際
交
流
が
盛
ん
に

な
っ
た
現
在
、
他
国
か
ら
狂
犬
病
が
日

本
に
侵
入
す
る
危
険
は
十
分
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
犬
の
た
め
に
も
、
そ
し

て
、
私
た
ち
の
た
め
に
も
必
ず
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問

合

せ

　

経
済
環
境
部
環
境
政
策
課
環
境

保
全
係（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線

１
４
５
１
）
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 須
す

藤
どう

枝
え

里
り

子
こ

さん（19歳） 氏名（年齢）   横
よこ

堀
ぼり

彩
あや

恵
え

さん（26歳）

●住　　所 白方

●趣　　味 ショッピング

●身　　長 154センチメートル

プロフィル

●住　　所 村松北

●趣　　味 フラワーアレンジメント

●身　　長 156センチメートル

　東海村は、美しい自然を保ち、村松
山虚空蔵堂など多くの文化財に恵ま
れた、全国に誇れる村だと思います。
未熟な私にどれだけの事ができるの
か、まだまだ不安がありますが、この
自然と文化に恵まれた東海村の魅力
をできるだけ多くの人々に伝えるた
め、今までのゆめ大使の先輩方に負け
ないように頑張りたいと思います。

東海ゆめ大使
としての抱負

　東海村は、日本で最初に原子力施
設が造られてから原子力研究の拠点
となり、また、日本三大虚空蔵菩薩
として有名な村松山虚空蔵堂、干し
芋や焼酎といった特産品など、科学・
伝統・文化がそろった誇れる村です。
第３代東海ゆめ大使として、この東海
村の素晴しさを持ち前の明るさと笑
顔でアピールできるよう頑張ります。

問 合 せ　経済環境部経済課商工観光係（☎282-1711　内線1439）

第３代
東海ゆめ大使が決定！
　東海村のＰＲや各

種イベントのサポー

トなどを行う「第３代

東海ゆめ大使」として

２人が決定しました

ので、皆さんにご紹

介します。

　近年、第三者が本人に成り済まして、転入

届や転出届などの住民異動届を提出する事件

が全国的に多発しています。そこで、６月１

日（水）から、成り済まし防止および虚偽の住

民異動届の早期発見を図ることを目的に、住

所の異動などを伴う届け出を提出する方への

本人確認を厳格化しますので、ご理解とご協

力をお願いします。

●対象となる届け出

　転入届、異動届（転出届、転居届、世帯分

離届、世帯合併届、世帯主変更届、住所修正

届など）が対象となります。

●本人確認の対象となる方

　福祉部住民課窓口に、対象となる届け出を

提出する方の本人確認を行います。

※代理の方が提出する場合には、その方につ

いて本人確認を行います。

●本人確認の方法

　顔写真付きの身分を証明できるもの（運転

免許証、住民基本台帳カード、パスポートな

ど）、または健康保険証、国民年金手帳、公

的機関が発行した証明書等で本人確認を行い

ます。なお、本人確認に必要な証明書等を持

参しなかった場合には、職員が口頭で質問す

ることがあります。

※必要と認められるときは、本人確認書類の

写しを取る場合もあります。

●本人確認ができない場合

　当事者に対して、届け出があったことを通

知します。身に覚えのない届け出について通

知が郵送された方は、福祉部住民課住民係へ

お問い合わせください。

６月１日から
住民異動届提出時の本人確認が厳格化されます

問 合 せ　福祉部住民課住民係（☎282-1711　内線1124）
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●ほのかに漂う香りにあふれる笑顔
４月１日から20日まで、東海村発足50周年記念事業の一

環として、「第17回東海さくらまつり」が阿漕ヶ浦公園で

開催されました。約200本のソメイヨシノが咲き誇った会

場を訪れた人々の表情は、やわらかな光に包まれて輝く薄

紅色の花びらと、かすかに香る花のにおいに、みんな笑顔。

また、桜の開花前にもかかわらず大勢の人々でにぎわいだ

２・３日は、このまつりのメーンイベントが開催されまし

た。東海村のＰＲを行っていく「第３代東海ゆめ大使」の紹

介や、子どもたちの笑顔と歓声がこだましたキャラクター

ショー、民謡などの演芸大会が、会場を盛り上げていました。

第
17
回

　

東
海
さ
く
ら
ま
つ
り

やわらかな光に映える薄紅色の花びら
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大人気のキャラクターショーにはじける笑顔 東海村をＰＲする「第３代東海ゆめ大使」

厳粛な雰囲気に包まれた野だてあこがれのマジレンジャーと、はいポーズ！

ひょうきん踊りがまつりを盛り上げる 箏
こと

の優しい音色にうっとり

満開の桜に話も弾む空高くまで響き渡る津軽三味線
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【
俳　

句
】

風
少
し
と
も
な
う
朝
に
目
じ
ろ
ら
し

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

雨
脚
の
去
り
ゆ
く
梢
囀
れ
り 

白　

方　

柴
田　

一
声

早
梅
の
香
り
を
く
ぐ
り
行
く
人
出

 
村　

松　

川
﨑　

常
義

冷
雨
降
る
大
正
ロ
マ
ン
遠
く
な
り

 

村　

松　

正
木　

幹
夫

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
て
実
り
の
時
期
を
待
つ

 

船　

場　

島
中　

睦
子

ク
ロ
ッ
カ
ス
色
に
ぎ
や
か
に
鉢
の
中

 

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

梅
香
る
夕
暮
れ
ど
き
の
雨
の
音

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

夜
桜
の
花
散
る
湖
畔
我
一
人 

豊　

岡　

中
島
エ
ミ
子

人
の
輪
に
元
気
奏
で
る
花
吹
雪

 

外　

宿　

西
山　

純
一

街
角
の
人
襟
立
て
し
湟
槃
西
風　

白
方　

根
本　
　

武

て
ら
て
ら
と
彼
岸
の
墓
の
供
華
明
か
り

 

村　

松　

松
本　

正
勝

冬
枯
れ
の
庭
に
ア
オ
ジ
や
孤
を
描
き

 

白　

方　

根
本　

怜
子

山
目
覚
め
野
良
に
農
夫
ら
姿
あ
り 

 

南　

台　

藤
田
已
之
次

　
　

【
短　

歌
】

餌
を
あ
さ
る
猫
追
い
た
て
れ
ば
吾
が
無
情
せ
め
る
如
く

に
鋭
き
目
せ
り 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

　

住
民
参
加
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ｉ
ｎ
東
海
村「
と
み

か
る
」を
、
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？　

「
と

み
か
る
」
は
、
東
海
村
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
文
化
を

根
付
か
せ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
参
加
し
て
い
る
私
た
ち
自
身

も
夢
や
希
望
を
持
ち
、
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
活

動
す
る
劇
団
で
す
。

　

集
団
生
活
に
慣
れ
ず
、
自
分
を
上
手
に
表
現
で

き
な
い
子
ど
も
が
多
い
と
い
わ
れ
る
今
日
、「
と

み
か
る
」
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
何

に
で
も
挑
戦
す
る
勇
気
や
、
困
難
な
こ
と
に
も
怯

む
こ
と
な
い
強
い
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

去
年
か
ら
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
そ
の
力
を

発
揮
し
、
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
際
、
副
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
指

導
し
た
私
は
、
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
作
品
を
素
晴
ら
し
い
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
楽
し
い
だ
け
で
は
な
く
厳
し
い
レ
ッ

ス
ン
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

表
情
か
ら
笑
顔
が
消
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
指
導
す
る
際
に
は
優
し
さ
と
厳
し
さ

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
学
び
、
今

後
は
、こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

指
導
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
た
と
き
に
見

せ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
。
そ
の
表
情
は

本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
遠
く
で
見
守
っ
て

い
る
私
た
ち
も
思
わ
ず
ニ
コ
ッ
と
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
え
る
よ

う
に
、
そ
し
て
、
私
自
身
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
認
知
度
の
低
い「
と
み
か
る
」で
す

が
、
５
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
行
わ
れ
る「
第
13

回
環
境
自
治
体
会
議
東
海
村
会
議
」
へ
の
出
演
依

頼
を
受
け
る
な
ど
、
確
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
１
年
間
を
通
し
て
プ
ロ
の
講
師
に
よ
る

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
な
が
ら
、「
東
海
ま
つ
り
」や「
東

海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
」
な
ど
各
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
年
１
回
の
本
公
演
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
活
動
を
広
げ
、
最
終
的
に
は

村
民
全
員
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
な
劇
団
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ＰＡＲＴ . ６２

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

「とみかる」の指導における優しさと厳しさ
 劇団「とみかる」キャスト部副部会長

豊岡　近
こん

藤
どう

　美
み

幸
ゆき



12 ●● 13

　

ＶＯＬ .  ７２

エッセー頑張る

今どきの
青少年

　

私
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
て
も
う
１
年
が
過
ぎ
ま

す
。
私
は
、
小
学
３
年
生
の
１
年
間
サ
ッ
カ
ー
少

年
団
に
入
っ
て
い
て
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
も
暇
な
日
は
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
に
行
っ

た
り
、
兄
と
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
し
て

い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
、
勝
っ
た
と
き
の
も
の

す
ご
い
う
れ
し
さ
、
特
に
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
と
き

は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
快
感
に
な
り
ま
す
。

　

反
面
、
負
け
た
と
き
は
、
そ
の
悔
し
さ
を
ば
ね

に
、
ミ
ス
し
た
と
こ
ろ
を
ど
う
直
す
か
、
そ
れ
を
、

次
に
ど
う
生
か
す
か
を
、
よ
く
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
私
は
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
仲
間

を
信
じ
る
こ
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、
ひ

と
つ
に
か
け
る
集
中
力
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
サ
ッ
カ
ー
を
、
中
学
生
の

と
き
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
高
校
生
に
な
っ
た

ら
、「
絶
対
に
サ
ッ
カ
ー
を
や
る
」と
決
め
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
茨
城
県
で
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が

あ
る
日
立
二
校
に
入
り
現
在
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属

し
て
い
る
の
で
す
。
練
習
日
は
、
基
本
的
に
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
帰
る
の

は
遅
く
な
り
ま
す
。
入
部
当
初
は
筋
肉
痛
で
つ
ら

か
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
今
は
毎
日
が
楽
し

く
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
と
き
が
、
一
番
楽

し
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
の
目
標
は「
関
東
大
会
で
１
勝
す

る
こ
と
」
で
す
。
今
年
は
、
有
望
な
１
年
生
が
入

り
ま
し
た
。先
輩
は
素
晴
ら
し
い
選
手
ば
か
り
で
、

技
術
は
あ
る
し
、
お
手
本
に
な
り
、
あ
こ
が
れ
の

先
輩
た
ち
ば
か
り
で
す
。
今
年
こ
そ
は
、
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
気
が
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
保
育
士
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
指

導
者
の
免
許
を
取
得
し
、
少
年
団
で
多
く
の
女
の

子
に
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
、
教
え
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
て

　
　
　
　
　

県
立
日
立
第
二
高
等
学
校
２
年

村
松　

田た

川が
わ　

奈な

菜な

瀬せ

い
つ
よ
り
か
県
都
の
駅
舎
新
ら
し
く
変
れ
り
そ
の
様
目

に
お
さ
め
き
し 

船　

場　

村
上
よ
り
子

春
と
な
り
今
年
も
家
庭
菜
園
で
孫
と
楽
し
み
体
力
づ
く

り　

 

白　

方　

上
野　

光
子

大
鉢
の
息
子
の
く
れ
し
シ
ク
ラ
メ
ン
鉢
に
み
ち
咲
く

三
十
余
個
の
花 

船　

場　

中
井
川
し
げ

草
も
ち
や
さ
く
ら
餅
な
ど
春
色
の
和
菓
子
並
び
て
こ
こ

ろ
懐
か
し 

外　

宿　

小
林
美
代
子

同
期
会
語
り
明
か
せ
ど
尽
き
ぬ
ま
ま
す
ご
せ
り
空
に
流

れ
星
み
る 
村　

松　

高
橋　

正
弘

春
う
ら
ら
老
犬
眠
る
隙
を
み
て
雀
ら
餌
を
食
わ
い
と
び

去
る 

南　

台　

根
本
内
俊
男

四
車
線
完
成
間
近
の
榊
橋
超
大
型
の
ク
レ
ー
ン
が
動

く 

外　

宿　

高
槌　

す
み

最
愛
の
永
久
の
別
れ
に
去
り
が
た
く
焼
却
炉
の
前
か
い

ま
み
る
か
な 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

や
ぶ
つ
ば
き
根
元
に
触
れ
し
ふ
き
の
と
う
水
仙
す
み
れ

に
お
だ
ま
き
に
触
れ 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

弥
生
待
ち
み
ど
り
児
抱
く
妻
の
顔
ぼ
た
ん
雪
舞
う
始
発

に
と
び
の
る 

内　

宿　

村
上　

文
江

幼
子
を
連
れ
て
苦
も
な
く
旅
す
る
は
若
さ
の
つ
よ
み
昔

を
偲
ぶ 

村
松
北　

花
井　

柳
子

寒
き
日
の
つ
づ
き
て
待
ち
た
る
こ
の
年
の
桜
は
幾
日
満

開
た
も
つ 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

春
彼
岸
近
き
に
叔
母
は
赤
い
ろ
の
無
縁
仏
の
頭
巾
縫
い

を
り 

村　

松　

桜
井　

秀
子

柔
ら
か
き
と
こ
ろ
を
摘
み
て
茹
で
あ
げ
し
春
奈
の
緑
に

黄
の
花
目
立
つ 

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

春
畑
に
北
あ
か
り
と
言
う
じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
お
り
味

の
美
味
し
と
聞
け
ば 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

中央が今月のエッセイスト
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今
年
で
18
回
目
を
迎
え
る「
東
海
村
芸
術
祭
」は
、
自

由
で
伸
び
伸
び
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
作
品
が
多

い
と
好
評
で
す
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
世
の
中
で
す

が
、き
っ
と
心
休
ま
る
作
品
に
出
合
え
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
そ

の

他 

茶
道
連
盟
茶
席
に
入
席
を
希
望
す
る
方

は
、
６
月
10
日（
金
）
ま
で
に
、
奥
野
律
子
さ
ん（
☎

282
局
２
９
４
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問

合

せ 

河
野
恵
一
さ
ん（
東
海
村
芸
術
祭
実
行

委
員
会
事
務
局　

☎
283
局
２
０
５
１
）

村
議
会
中
継
を
開
始
し
ま
す

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
、
村
政

へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
17
年
６
月
議
会
定
例
会
か

ら
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
プ
ラ

ズ
マ
テ
レ
ビ（
写
真
）で
、
村

議
会
中
継
を
開
始
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
村
議
会
映
像
を
配
信
し
ま
す

　

当
日
、
村
議
会
中
継
を
ご
覧
に
な
れ
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
次
の
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議
会
映
像
を
ご
覧
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
映
像
処
理
の
た
め
、
議
会
定
例
会
終
了

後
、
約
１
週
間
後
か
ら
配
信
を
開
始
し
ま
す
）。

　

ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
事
録
検
索
シ
ス
テ

ム
で
は
、
平
成
16
年
９
月
議
会
定
例
会
以
降
の
議
会
映

像
を
、
文
字
と
映
像
の
同
時
放
送
で
ご
覧
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

合

せ

　

議
会
事
務
局（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
２
８
１

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.v
ill.to

k
a
i.ib
a
ra
k

i.jp
/g
ik
a
i/

）

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

　

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
安
全
な「
み
ち
」づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る「
み
ち
づ
く
り
塾
」で
は
、
交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
安
全
運
転
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
み
ち
づ
く
り
看
板
の
設
置
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
自
動
車
の
低
速
走
行
を
促
す
、
ハ
ン
プ（
路

面
の
盛
り
上
が
り
）
や
、
狭

き
ょ
う

窄さ
く

（
車
道
の
幅
を
狭
く
す

る
設
備
）を
導
入
す
る
か
否
か
の
判
断
を
す
る
た
め
に
、

「
交
通
環
境
改
善
社
会
実
験
」を
実
施
し
ま
す
。
実
験
後

は
、
地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、
対
策

の
効
果
や
改
善
点
を
検
証
し
ま
す
。 

○
期　
　

間 

５
月
24
日（
火
）〜
６
月
14
日（
火
）

○
場　
　

所 

舟
石
川
学
区
内「
お
も
い
や
り
の
道
」

（
地
図
青
線
内
）

問

合

せ

　

建
設
水
道
部
建
設
課
管
理
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
２
４
５　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.vill.

tokai.ibaraki.jp/kensetu2
/m
ichi/index.htm

l

）

交
通
環
境
改
善
社
会
実
験

み
ん
な
で
つ
く
る「
お
も
い
や
り
の
道
」

GSGS

GS

舟石川小学校
国
道
６
号
線

国
道
６
号
線

遠
間
庚
塚
線

遠
間
庚
塚
線

船
場
竹
瓦
線

船
場
竹
瓦
線

コンビ二

舟石川小学校舟石川小学校

舟石川幼稚園
舟石川
コミュニティセンター

至
ひ
た
ち
な
か
市

至
ひ
た
ち
な
か
市

笠松運動公園笠松運動公園

「おもいやりの道」

至
日
立
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

村
議
会
中
継
を
開
始
し
ま
す

第18回東海村芸術祭

書 道 連 盟 展 ５月15日（日）～ 21日（土）

午前10時～午後７時（毎
週土曜日は午後３時まで）

東海ステーション
ギャラリー

美術連盟展
前期 ５月22日（日）～ 28日（土）
後期 ５月29日（日）～６月４日（土）

水 墨 画 連 盟 展 ６月５日（日）～ 11日（土）
写 真 連 盟 展 ６月12日（日）～ 18日（土）

華 道 連 盟 展 ６月18日（土）・19日（日）
午前10時～午後５時（19
日は午後４時まで）

中央公民館

茶 道 連 盟 茶 席 ６月19日（日） 午前10時～午後３時 中央公民館

低速走行を促すハンプ
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図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
募
集
し
ま
す

　

図
書
館
で
は
、
今
年
８
月
で
20
周
年
を
迎
え
る
に
当

た
り
、記
念
誌
の
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
の
要
項
に
よ
り
原
稿
等
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
内　
　

容 

図
書
館
に
関
連
し
た
思
い
出
・
体
験
・

夢
・
希
望
、
心
に
残
る
本
と
の
出
会
い
な
ど

▼
文

字

数 

横
書
き
で
４
０
０
字
か
ら
１
２
０
０
字

程
度（
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を
含
む
）

▼
形　
　

式 

エ
ッ
セ
イ
な
ど
自
由
形
式

▼
そ

の

他 

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み 

６
月
10
日（
金
）ま
で
に
、
図
書
貸
し
出

し
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
コ
ミ
セ
ン
図
書
コ
ー
ナ
ー
」の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
５
月
１
日
か
ら
、「
コ
ミ
セ
ン
図
書
コ
ー

ナ
ー
」
で
の
取
り
扱
い
内
容
が
、
次
の
と
お
り
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

●
取
り
扱
い
が
で
き
る
内
容
…
①
図
書
の
貸
し
出
し
と

返
却　

②
予
約
図
書
の
貸
し
出
し

●
取
り
扱
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
内
容
…
①
利
用
登
録

申
請
の
受
け
付
け　

②
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
図
書
の

受
け
付
け　

③
寄
贈
図
書
の
受
け
付
け

※
取
り
扱
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー

　

Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
プ
レ

ー
ヤ
ー
で
、
Ｃ
Ｄ
を
自
由
に
視

聴
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。リ

ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て

　

雑
誌
・
視
聴
覚
資
料
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
都
合
に
よ

り
今
年
度
か
ら
受
け
付
け
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど

お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

　

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
お
薦
め
の
本
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
一
般
向
け
…
５
月
／『
体
イ
キ
イ
キ
健
康
の
本
』　

６

月
／『
こ
こ
ろ
に
響
く
こ
と
ば
』

●
児
童
向
け
…
５
月
／『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
本
』『
こ
と

ば
を
楽
し
む
本
』　

６
月
／『
カ
エ
ル
と
両
生
類
の
仲

間
た
ち
』

●
幼
児
向
け
…
５
月
／
上
旬『
母
の
日
』　

下
旬
『
父
の

日
』　

６
月
／
上
旬『
雨
』　

下
旬『
た
な
ば
た
』

　

納
付
書
に
よ
る
納
付

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
17
年
４
月
に
送
付
し

た
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
る
郵
便
局
・
金
融
機

関
・
社
会
保
険
事
務
所
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

窓
口
で
納
付
で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

は
、
夜
間
や
休
日
で
も
納
付
が
可
能
で
す
。

　

前
納
ま
た
は
納
付
し
よ
う
と
す
る
月
の
納
付
書
を
切

り
離
し
て
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
の
保
険

料
を
添
え
て
、
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
に
送
付
し
た
納
付
書
で
、「
納
付
期
限
」か
ら
２

年
間
は
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（「
使
用
期
限
」

が
過
ぎ
た
納
付
書
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

便
利
な
口
座
振
替

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
利
用
す

る
と
、
指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険

料
が
引
き
落
と
さ
れ
、
と
て
も
便
利
で
す
。
口
座
振
替

の
手
続
き
は
、「
口
座
振
替
依
頼
書
」に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、取
り
扱
い
金
融
機
関
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
続
き
や
引
き
落
と
し
に
は
、
一
切
手
数
料
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。

※「
口
座
振
替
依
頼
書
」は
、
年
度
分
用（
12
か
月
分
）納

付
書
の
２
枚
目
に
と
じ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
取
り

扱
い
金
融
機
関
お
よ
び
保
健
年
金
課
の
窓
口
に
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

国
民
年
金

だ

よ

り

納
付
書
納
付
と

確
実
な
口
座
振
替

「たんぽぽの会」による

おはなし会
期　　日 毎週土曜日（第５

　　　　　土曜日を除く）

時　　間 午後２時～３時

場　　所 おはなしコ―ナー

内　　容 絵本の読み聞かせ

　　　　　などを行います。

休館日
５月 16日（月）・23日（月）

　　  30日 （月）・31日（火）

 ６月６日（月）
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募集

平成 17 年４月１日現在
前月比

世帯数 12,931 世帯  ＋ 4
総人口 35,428 人 － 64
　男 17,848 人 　－ 40
　女 17,580 人 － 24

人口と世帯数

■活 動 日 木曜日の午後７時から９時まで
（土・日曜日にも活動する場合があります）　
※詳細な日程はお問い合わせください。

■場　　所 東海文化センター、村内公共施設
■対　　象 小学４年生以上の方
■内　　容 楽曲の演奏を中心とした合奏レッ
スンのほか、イベント出演やコンサート開催
などの演奏活動を行います。

■参 加 費 大人（大学生以上）…2,000円／月、
高校生以下…1,000円／月

■そ の 他 ①管楽器は
各自ご用意ください。②
特にホルン・トロンボー
ン・テューバ・打楽器の
奏者の方を募集します。
③レッスンの見学は随
時受け付けています。
■申し込み・問合せ （財）東海村文化・スポー
ツ振興財団（東海文化センター内）

　

　皆さん奮ってご参加ください。
■期　　日 ６月12日（日）　
■場　　所 ザ・オーシャンゴルフクラブ
■対　　象 村内在住・在勤の方
■プレー費 8,500円（セルフ、食事付き、税別）
■参 加 費 2,000円／人
■申し込み・問合せ ５月20日（金）までに、参
加費を添えて総合体育館へ申し込みください。

春のチャリティーゴルフ大会参加者募集

　村政や男女共同参画について興味のある方、

ぜひご応募ください。

●活動期間 ６月１日～平成19年３月31日

●対　　象 村内在住の成人女性（15人）　※応

募者多数の場合は抽選となります。

●活動内容 村政に関する学習、男女共同参画

に関する研修などを行います。

●申し込み・問合せ ５月20日（金）までに、企

画総務部自治推進課ハーモニー・交流係（内

線1343）へ申し込みください。

ハーモ二ー東海
第８期生を募集します

「東海村吹奏楽団」団員募集

卓球の部

●期　　日 ６月14日～７月１日までの毎週

火・金曜日（全６回）

●時　　間 午後６時30分～８時30分

●場　　所 総合体育館

●対　　象 中学生以上で、村内在住・在勤・

在学の方

●定　　員 20人　※最少催行人員10人

●参 加 費 1,000円／人

●申し込み ６月４日（土）までに、総合体育館

へ申し込みください。

バドミントンの部

●期　　日 ６月１日～ 17日までの毎週水・

金曜日（全６回）

●時　　間 午後６時30分～８時30分

●場　　所 総合体育館

●対　　象 中学生以上で、村内在住・在勤・

在学の方

●定　　員 30人　※最少催行人員10人

●参 加 費 1,000円／人

●申し込み ５月25日（水）までに、総合体育館

へ申し込みください。

問 合 せ

　総合体育館

チャレンジスクール
参加者を募集します

　

5・10 号／お知

クアップ／May.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

東海村役場 282-1711

東海村総合福祉センター「絆
きずな

」

283-2299

地域福祉センター（総合案内・会議室の予約等） （社福）東海村社会福祉協議会内

高齢者センター 282-4300

防災行政無線放送テレホンサービス 0120-42-4848 障害者センター 282-4599

東海村合同庁舎（会議室の予約等） 283-3344 児童センター 306-1017

東海村中央公民館 282-3329 保健センター 282-2797

東海村立図書館 282-3435
救急病院の案内

救急医療情報コントロールシステム 241-4199

東海村青少年センター 282-7049 東海村消防本部・消防署 282-2038

東海村総合体育館 283-0673 東海村石神外宿浄水場（土・日曜日、祝日の断水等の連絡） 282-9200

東海スイミングプラザ 287-0807 小・中・高校生のための心の悩み電話相談室（毎週金・土曜日　午後３時30分～７時） 282-7070

東海村テニスコートクラブハウス 282-8571 東海村姉妹都市交流会館 282-0535 ひたちなか西警察署東海地区交番 287-0110

東海文化センター 282-8511 東海村（基幹型）在宅介護支援センター 287-2516 東海郵便局 282-2001

東海ステーションギャラリー 287-3680 （社福）東海村社会福祉協議会 282-2804 ＪＲ東日本東海駅 282-2008

東海村立東海病院 282-2188 東海村在宅福祉サービスセンター 283-4344 常陸海浜広域斎場 265-7191

東海村清掃センター 282-7289 （社）東海村シルバー人材センター 282-3446 災害情報案内専用ダイヤル 283-4919

エトセトラ

■活 動 日 毎月第１･３火曜日　午後１時30
分～３時30分　
■場　　所 中央公民館
■対　　象 村内在住の方
■参 加 費 1,500円／月
■申し込み・問合せ 清水順子さん（☎282-4555）

「東海オカリーナクラブ」会員募集

　心の病気などで同じ不安を持つ家族の方々の

交流会を開催します。
■期　　日 ５月13日（金）　
■時　　間 午後１時30分～３時30分 
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■対　　象 精神障がい者の方のご家族
■内　　容 懇談・意見交換など
■問 合 せ 福祉部社会福祉課障がい福祉係
（内線1136）

家族交流会を開催します費
用

無
料

　

　村では、高齢者の方を対象に状況調査を実施
しています。この調査は、一人暮らしや寝たき
りなど、高齢者の方の状況を把握することで、
福祉サービスの向上や緊急時の迅速な対応に役
立てることを目的としたものです。民生委員が、
８月上旬までの予定で、65歳以上の高齢者の方
のご自宅を訪問し調査を行いますので、皆さん
のご協力をお願いします。
■調査内容 生活状況、健康状態、家族構成など
■調査方法 各地区の担当民生委員が、ご自宅
を訪問し聞き取りによる調査を行います
■問 合 せ 福祉部高齢福祉課高齢福祉係（内
線1163）

高齢者状況調査を実施します

　調理師国家試験が今年も行われます。それに

伴い予備講習会を開催しますので、調理師国家

試験を受験する方は、ぜひ受講してください。

調理師国家試験

●期　　日 ８月９日（火）

●時　　間 午前９時15分から

●場　　所 茨城大学共通教育棟第２号館（水

戸市文京2-1-1）

予備講習会

●期　　日 ８月３日（水）・４日（木）

●時　　間 午前９時～午後４時

●場　　所 ワークプラザ勝田（ひたちなか市

東石川1279）

●受 講 料 29,000円／人

申し込み・問合せ

　６月19日（日）までに、ひたちなか調理師会

東海支部（「渚」大上登喜男さん ☎282-2462）へ

申し込みください。

調理師国家試験と
予備講習会

　透明でさわやかな音の世界。スウェーデンの

白夜を思わせるスマートな男声ア・カペラを、

どうぞお楽しみください。

●期　　日 ７月16日（土）

●時　　間 午後６時開場　午後６時30分開演

●場　　所 東海文化センター

●入 場 料 全席指定2,500円　※未就学児の

入場はできません。

●申し込み・問合せ ５月15日（日）の午前９時

から、（財）東海村文化・スポーツ振興財団（東

海文化センター内）窓口で前売り券を発売し

ます。なお、窓口販売の残券があった場合の

み、午後１時から電話予約を行います。

スバンホルム・シンガーズ
2005東海公演
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
15日(日) 東海病院 282-2188
22日(日) 東海病院 282-2188

29日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141

５月の休日診療日程

　「ごみゼロの村」を目指す環境美化運動とし
て、春のクリーン作戦を実施します。ごみのな
いきれいなまちにしましょう。
■日　　時 ５月22日（日）　午前７時～９時
※雨天の場合は、５月29日（日）に順延とな
ります。

■場　　所 村内全域 
■問 合 せ 経済環境部環境政策課環境保全係
（内線1451）

■日　　時 ６月５日（日）　午後１時20分から
■場　　所 東海文化センター
■内　　容 ①記念式典　②記念講演　演題／
「子どもたちのこころの行方」　講師／山田真
理子さん（九州大谷短期大学教授）

■入 場 料 無料
■問 合 せ 青少年育成東海村民会議事務局
（青少年センター内）

山田真理子 やまだ　まりこ

京都大学大学院卒。専攻は

臨床心理学・幼児教育学。

保育心理士資格の設立にか

かわり、子どもの心の援助

を身に付けた保育士の養成

のために全国的に活動。著

書に『機微を見つめる－心

の保育入門－』がある。

青少年育成東海村民会議発足25周年記念大会

春のクリーン作戦を実施します

　

　在園児と一緒にいろいろな遊びを体験し、友
達と遊ぶ楽しさを知ることができる「１日保育」
を実施します。また、子育て相談も行いますの
で、お気軽にご参加ください。
■日 程 等 　

■時　　間 午前９時30分～ 11時
■場　　所 村松保育所
■対　　象 村内在住の０歳から就学前までの
乳幼児とその親
■費　　用 無料
■問 合 せ 村松保育所（☎282-3700）

期　　日 内　　容
５月18日（水） 屋外遊び
６月15日（水） 交通安全教室
７月20日（水） 水遊び
９月21日（水） リズムに合わせて遊ぶ
10月19日（水） 運動会ごっこ

　１日保育事業を実施します

■費　　用 １次検診…200円　２次検診…健
康保険を使った際の自己負担分の２割

■申し込み・問合せ 福祉部高齢福祉課高齢福
祉係（内線1164）へ直接申し込みください。な
お、申し込みの際には、指定医療機関（東海村
…尾形医院・東海病院、常陸大宮市…志村大
宮病院、高瀬医院、那珂市…ルリア記念クリ
ニック）の中から、１次検診の受診先として希
望する医療機関を指定していただきます。

　
現況届の手続きはお忘れなく

　平成 17 年６月に現況届の手続き（引き続き
児童手当を受ける要件があるかどうかを確認す
るもの）が必要となります。６月中旬に支給対
象者に郵送する予定ですので、期限までの手続
きをお願いします。現況届の提出がない場合、
６月分以降の手当を支給できなくなりますので
ご注意ください。

児童手当を支給されていない方へ
　平成17年５月請求分から、平成16年分の所得
により判定されますので、これまで所得制限で
支給されなかった方も、支給対象となる可能性
があります。手当は請求された翌月から支給さ
れますが、支給対象になっていても申請がなけ
れば支給されません。

問 合 せ
　福祉部社会福祉課児童福祉係（内線1169）

児童手当についてお知らせします

■日 程 等 月３回　午後１時30分から４時30
分まで（詳細は、参加者のみにお知らせします）
■内　　容 “自分史”の作成や音楽療法など
■講　　師 小徳勇人さん（医師）
■費　　用 200円／回（材料費）
■申し込み・問合せ 福祉部高齢福祉課高齢福
祉係（内線1163）へ電話で申し込みください。

ものわすれ予防・リハビリ教室を開催します

「ものわすれ検診」を実施しています
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イベントガイドイベントガイド

笠間市●第３回「道の市」笠間ハンドメイドフェアin弁天町
　こだわりの作品、作り手の顔と温かい心が見
えるような作品を展示・販売する「道の市」を開
催します。「道」が、町民とつくり手・笠間市民、
笠間を訪れてくれる人たちとの小さな心温まる
交流の場となるイベントですので、ぜひご来場
ください。
◆日　　時 ６月４日（土）・５日（日）　午前
10時～午後５時30分　※雨天決行
◆場　　所 笠間市弁天町駅前通り
◆問 合 せ 第３回「道の市」笠間ハンドメ
イドフェアin弁天町実行委員会事務局（☎
0296-72-0119　FAX0296-72-6619　電子メール
info@michino1.jp）

　胃がん検診、結核・肺がん検診、成人病検診、

大腸がん検診を行います。

●期　　日 ５月27日（金）・28日（土）、６月６日

（月）・７日（火）・８日（水）・23日（木）・24日

（金）・25日（土）、７月４日（月）・13日（水）・

15日（金）・16日（土）・19日（火）・29日（金）・

30日（土）・31日（日）

●時　　間 午前６時～９時

●費　　用 無料

●そ の 他 胃がん検診以外の検診(結核・肺

がん検診、成人病検診、大腸がん検診）を申

し込まれた方は、10月に行う住民検診の対

象となります。

●申し込み・問合せ 30歳以上で、今年１月

の健康診査家族調査票で申し込みをしていな

い方や最近転入された方で、胃がん検診を含

む「総合検診」を希望する方は、５月20日(金)

までに、保健センターへ電話で申し込みくだ

さい。

保健センターで
総合検診を行います

　村では、限りある資源の有効活用を図るため
に、家庭から排出される紙類、布類、瓶類、紙
パック（主に牛乳パック）等を回収業者に売却し
た団体へ、回収した再生資源の重量に応じて報
償金を支給します。この機会に、ぜひご登録く
ださい。
■申し込み・問合せ 登録を希望する団体は、
５月31日（火）までに、所定の申し込み用紙に
必要事項を記入の上、清掃センターへ直接申
し込みください。

友部町●北山公園
　約50haの面積を有する北山公園は、山間の湖
に映し出される四季折々の自然が美しい公園で
す。公園内には、展望塔やローラー滑り台、湿
性生態園、バーベキュー場、キャンプ場などが
あり、ご家族で楽しむことができます。また、
陶芸家板谷波山の若き日を描いた映画「ＨＡＺ
ＡＮ」の撮影用ロケーションセットが公園内に
移築され、新しい観光スポットとなっています。
お誘い合わせの上、どうぞお出かけください。
◆利用時間 ４月～９月…午前９時～午後６時
10月～３月…午前９時～午後４時

◆ロケーションセット開館時間 ４月～９月…
午前10時～午後５時　10月～３月…午前10
時～午後３時30分

◆問 合 せ 北山公園管理事務所（☎0296-78-3911
ホームページhttp://www.town.tomobe.ibaraki.jp/）

水戸市●水戸黄門まつり
第15回那珂川遠泳大会　

◆期　　日 ７月18日（月）
◆コ ー ス 千歳橋から水府橋までの3.5km
◆対　　象 10歳（小学４年生）から65歳まで
（先着200人）
◆参 加 費 1,500円／人（障害保険料を含む）
◆申し込み ①氏名・性別②年齢③職業（学生
は学校名・学年）④郵便番号・住所および自
宅と勤務先の電話番号⑤１週間平均の水泳練
習回数と練習距離⑥10分間に泳げる距離⑦
泳法（平泳ぎ、横泳ぎ）――を記入の上、６月
３日（金）必着で水戸市スポーツ振興協会　那
珂川遠泳大会係（〒310-0913　水戸市見川町
2256　☎243-0111）へ、はがきにより申し込
みください。

◆問 合 せ 水戸市スポーツ振興協会

生ポリオワクチンの投与
■日　　程

■場　　所 保健センター
■対　　象 生後３か月から90か月までの乳幼児
■投与回数 全部で２回
■そ の 他 当日は自宅で体温を測り、母子手
帳を忘れずにお持ちください。
■問 合 せ 保健センター

① ５月23日（月）　13：15 ～ 14：00
② ５月24日（火）　13：15 ～ 14：00
※①、②のいずれかの日程でお受けください。

再生資源分別回収実施団体登録申請について平成17
年度
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〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/
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こ
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と
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。
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-50

夢は…。“心の優しい看護師”

照沼小学校５年●長
ちょう

木
き

優
ゆう

奈
な

　私の将来の夢は、看護師さんになることです。私の

おじいちゃんは、足が不自由で歩けません。私が生ま

れるずっと前に事故に合い、その後は車いすの生活を

しています。また、体も弱いのでよく病院に入院し

ます。病院に面会に行くと、看護師さんがおじいちゃ

んの手当てや身の回りの世話を一生懸命やってくれま

す。おじいちゃんは目も見えないので、看護師さんが

優しく声を掛けながら、おじいちゃんを励ましてくれ

ます。そんな看護師さんに、家族のみんなは、とても

感謝しています。看護師さんは、他の患者さんにも同

じように優しく世話をしています。そんな場面を何度

も見ているうちに、いつしか看護師さんになりたいと

思うようになりました。

　これから一生懸命勉強して、看護師さんになって、

病気やけがで困っている人を助けたいと思います。
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お花見

　晴れた日に、お友達と阿漕ヶ浦公

園へ桜を見に行ったときの様子を描

いてくれた彩音ちゃん（５歳）。

　満開だった桜はとってもきれい

だったそうで「また見に行きたい」と

話してくれました。
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宿幼稚園


